
























































日赤番号 識別番号 FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患 感染症名 投与年月
投与前検査
(年月)

投与後検査
(年月)

日赤投与前
検査

日赤投与後
検査

受血者個別
NAT

献血者個別NAT
併用血
液製剤
等

備考
使用単位
数

供血者再
献血※

同一供血者製剤
確保※

同一供血者製剤
使用※

感染症
等転帰

転帰

供血者発遡
及の場合の
供血者保管
検体（抗原、
抗体、NAT）
（投与時点）

供血者発遡及
の場合の供血
者の検査値

輸血によるＨＢＶ感染報告例（疑い例を含む。）

供血者陽性事例

3-07120
A-
07000107

2007/10/18 2007/10/31 人赤血球濃厚液-LR 男 80

消化器
疾患、
脳疾
患、

B型肝炎 07/06
HBsAg(-)
(07/03)

HBsAg(+)
(07/10)

検体なし。 調査中 調査中
保管検体1本に
ついてHBV-DNA
(+)

献血者陽転情報
当該　07/06 HBV関連検
査陰性
保管検体HBV-DNA (+)
（遡及調査対象）
次回　07/09 HBc抗体検
査陽性　（陽転献血）　保
管検体HBV-DNA (-)

2単位
-(献血者陽
転事例の
ため）

1本の原料血漿
を製造。原料血
漿は確保済み。

重篤 未回復

陽転事例

3-07071
A-
07000051

2007/6/21 2007/7/4

人血小板濃厚液（放
射線照射）
人赤血球濃厚液
人赤血球濃厚液-LR

女 10 筋腫瘍 B型肝炎

06/08-
07/05
06/09-
07/05

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(06/07)

HBsAg(+)
HBcAb(-)
(07/06)
HBsAg(+)
HBeAg(+)
HBeAb(-)
HBV-DNA(+)
(07/06)

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
HBV-DNA(-)
(06/07)

HBsAg(-)
HBV-DNA(+)
(07/03)
HBV-DNA(+)
(07/03-06)

陰性（輸血前）
陽性（輸血後）

保管検体63本全
てHBV-DNA(-)

340単位
28単位
30単位

25/63
（24人は
HBV関連検
査陰性、1
人はHBs抗
体のみ陽
性で、当該
献血時も同
様であっ
た。）

61本の原料血
漿、2本の新鮮
凍結血漿-LRを
製造。原料血漿
は56本確保済
み。新鮮凍結血
漿-LRは全て確
保済み。

原料血漿は4本
使用済み、1本廃
棄済み。

重篤 未回復

3-07078
A-
07000058

2007/7/2 2007/7/13
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

女 30 出血 Ｂ型肝炎 07/02
HBsAg(-)
(06/06)

HBV-DNA(+)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBeAg(+)
HBeAb(-)
HBcAb(+)
IgM-HBcAb(+)
(07/05)
HBV-DNA(+)
HBeAg(-)
HBeAb(+)
(07/06)
HBsAg(±)
HBsAb(-)
(07/06)

－
HBV-DNA(+)
(07/06)

陽性（輸血後）
保管検体3本全
部HBV-DNA(-)

5単位 0/3

3本の原料血漿
を製造。原料血
漿は全て確保済
み。

－ 非重篤 軽快

3-07080
A-
07000060

2007/7/3 2007/7/13 人赤血球濃厚液-LR 男 80
消化器
腫瘍

Ｂ型肝炎 07/02

HBsAg(-)
(06/03)
HBsAg(-)
(06/12)

HBV-DNA(+)
(07/05)

HBsAg(-)
HBsAb(+)
HBcAb(+)
HBV-DNA(-)
(07/01)
HBsAg(-)
HBsAb(+)
HBcAb(+)
HBV-DNA(-)
(07/02)

－ 陰性（輸血前）
保管検体1本全
部HBV-DNA(-)

2単位 0/1
1本の原料血漿
を製造。原料血
漿は確保済み。

－ 非重篤 不明

3-07083
A-
07000063

2007/7/10 2007/7/23
人赤血球濃厚液（放
射線照射）

男 70
消化器
腫瘍

Ｂ型肝炎 06/11

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(06/11)

HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(07/03)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(+)
(07/07)

HBV-DNA(-)
(06/11)

HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(+)
HBV-DNA(+)
(07/07)

陰性（輸血前）
陽性（輸血後）

保管検体2本全
部HBV-DNA(-)

4単位 1/2
2本の原料血漿
を製造。

原料血漿は全て
使用済み。

非重篤 不明

1/10

27



日赤番号 識別番号 FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患 感染症名 投与年月
投与前検査
(年月)

投与後検査
(年月)

日赤投与前
検査

日赤投与後
検査

受血者個別
NAT

献血者個別NAT
併用血
液製剤
等

備考
使用単位
数

供血者再
献血※

同一供血者製剤
確保※

同一供血者製剤
使用※

感染症
等転帰

転帰

供血者発遡
及の場合の
供血者保管
検体（抗原、
抗体、NAT）
（投与時点）

供血者発遡及
の場合の供血
者の検査値

3-07091
A-
07000076

2007/8/3 2007/8/16
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

男 60
消化器
出血

B型肝炎 07/02
HBsAg(-)
HBsAb(-)
(07/02)

HBsAg(+)
(07/07)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBeAg(+)
HBeAb(-)
HBcAb(+)
HBV-DNA(+)
IgM-HBcAb(+)
(07/07)

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
HBV-DNA(-)
(07/02)

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
HBV-DNA(-)
(07/02)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(+)
HBV-DNA(+)
(07/07)

陰性（輸血前）
陽性（輸血後）

保管検体16本全
部HBV-DNA(-)

30単位
2/16
(HBV関連
検査（－）)

10本の原料血
漿、6本の新鮮
凍結血漿-LRを
製造。原料血漿
は全て確保済
み。新鮮凍結血
漿-LRは全て確
保済み。

非重篤 軽快

3-07092
A-
07000077

2007/8/3 2007/8/16
人赤血球濃厚液（放
射線照射）

女 60

低栄
養、浮
腫、の
う炎

B型肝炎 06/12
HBsAg(-)
(06/12)

HBsAg(+)
(07/05)
IgM-HBcAb(+)
(07/05)

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
HBV-DNA(-)
（06/12）

HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(+)
HBV-DNA(+)
(07/05)

陰性（輸血前）
陽性（輸血後）

保管検体４本全
部HBV-DNA(-)

※患者は、０７年５月２７
日、肝不全にて死亡。剖
検なし。
※患者は原疾患で死亡
したが、輸血後感染であ
れば死亡に対して肝炎
がアシストした可能性も
考えられる（担当医の見
解）。
※本症例は、患者の死
亡後に開催された院内
の症例検討会で、輸血７
週後の肝機能上昇（ＡＬ
Ｔ：１３０、ＡＳＴ：１９８）が
問題となり、感染症検査
において、輸血約２２週
後にＨＢｓ抗原が陽転し
ていたため、感染症症例
として報告されたもので
ある。

8単位
2/4
(HBV関連
検査（－）)

4本の原料血漿
を製造。原料血
漿は全て確保済
み。

非重篤 不明

3-07099
A-
07000084

2007/8/21 2007/9/3

人血小板濃厚液（放
射線照射）
人赤血球濃厚液（放
射線照射）

男 70
リンパ
腫

Ｂ型肝炎
05/06-/07
05/06-/09

HBsAg(-)
(04/03)
(05/06)

HBsAg(-)
(05/09)
HBsAg(+)
(07/07)
(07/07)
(07/08)

-
HBsAb(+)
HBcAb(+)
(05/07)

-
保管検体8本全
部HBV-DNA(-)

20単位
12単位

6/8
(HBV関連
検査（－）)

8本の原料血
漿、1本の新鮮
凍結血漿を製
造。

原料血漿は全て
使用済み。新鮮
凍結血漿は医療
機関へ供給済
み。

重篤 回復

3-07107
A-
07000092

2007/9/6 2007/9/20
人赤血球濃厚液（放
射線照射）

女 70
消化器
潰瘍

Ｂ型肝炎 05/03
HBsAg(-)
(05/03)

HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(+)
(07/08)

-

HBV-DNA(-)
HBsAg(+w)
HBsAb(-)
HBcAb(+)
(07/09)

陰性（輸血後）
保管検体2本全
部HBV-DNA(-)

4単位
1/2
（HBV関連
検査（－））

2本の原料血漿
を製造。

原料血漿は全て
使用済み。

非重篤 不明

3-07112
A-
0700099

2007/9/27 2007/10/11

白血球除去人赤血球
浮遊液
白血球除去人赤血球
浮遊液（放射線照射）
人血小板濃厚液
人血小板濃厚液（放
射線照射）
新鮮凍結人血漿

女 70
多発性
骨髄腫

B型肝炎

05/01-/07
05/02-/05
05/07
05/02-/07
05/08

HBsAg(-)
HBcAb(-)
(05/01)

HBsAg(-)
HBcAb(-)
(05/08)
HBsAg(-)
(06/03)
HBsAg(+)
HBcAb(+)
(06/08)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(+)
(07/06、
07/08)

－ - －
保管検体47本全
部HBV-DNA
（－）

4単位
4単位
10単位
20単位
200単位

37/47
（HBV関連
検査（－）)

7本の原料血
漿、2本の新鮮
凍結血漿を製
造。

原料血漿は全て
使用済み。新鮮
凍結血漿は全て
医療機関へ供給
済み。

非重篤 回復

3-07114
A-
07000101

2007/10/1 2007/10/15

人赤血球濃厚液－
LR
人血小板濃厚液
人血小板濃厚液（放
射線照射）

女 80
血液腫
瘍

B型肝炎
07/06-/09
07/06
07/07

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(07/05)

HBV-DNA(＋)
HBsAg(＋)
HBsAb(-)
HBｃAb(+)
(07/09)

-

HBV-DNA(+)
HBs抗原(+)
HBs抗体(-)
HBc抗体(+)
(07/9/28)

陽性（輸血後）
保管検体25本全
部HBV-DNA(-)

24単位
65単位
110単位

7/25
（HBV関連
検査(-)）

20本の原料血
漿、5本の新鮮
凍結血漿-LRを
製造。原料血漿
はすべて確保済
み。新鮮凍結血
漿-LRは全て確
保済み。

非重篤 未回復

2/10

28



日赤番号 識別番号 FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患 感染症名 投与年月
投与前検査
(年月)

投与後検査
(年月)

日赤投与前
検査

日赤投与後
検査

受血者個別
NAT

献血者個別NAT
併用血
液製剤
等

備考
使用単位
数

供血者再
献血※

同一供血者製剤
確保※

同一供血者製剤
使用※

感染症
等転帰

転帰

供血者発遡
及の場合の
供血者保管
検体（抗原、
抗体、NAT）
（投与時点）

供血者発遡及
の場合の供血
者の検査値

3-07119
A-
07000106

2007/10/17 2007/10/31

人血小板濃厚液
人血小板濃厚液（放
射線照射）
人赤血球濃厚液-LR
洗浄人赤血球浮遊液

男 10
骨髄異
形成症
候群

B型肝炎

07/01-07
07/05
07/02-07
07/01-04,
06-07

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(06/07)
HBV-DNA(-)
(06/11)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
(06/12)

HBsAg(-)
HBsAb(-)
(07/05)
HBsAg(-)
(07/07)
HBsAg(+)
HBcAb(-)
(07/07)
HBsAg(+)
(07/09)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBeAg(+)
HBeAb(-)
HBcAb(+)
(07/10)

調査中 調査中 調査中
保管検体160本
についてHBV-
NAT実施予定。

ポリエチ
レングリ
コール
処理人
免疫グ
ロブリン

07／07臍帯血移植

1455単位
15単位
80単位
36単位

88／160
(HBV関連
検査(-))

調査中 調査中 重篤 未回復

3-07122
A-
07000113

2007/10/25 2007/11/8

人血小板濃厚液（放
射線照射）
人血小板濃厚液
人赤血球濃厚液-LR
新鮮凍結人血漿

女 30 腎疾患 B型肝炎 07/04

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(07/04)

HBsAg(-)
(07/09)
HBV-DNA(+)
HBsAg(+)
HBeAg(+)
HBeAb(-)
IgM-HBcAb(+)
(07/10)

調査中 調査中 調査中
保管検体10本に
ついてHBV-NAT
実施予定。

15単位
40単位
6単位
8単位

6/10(HBV
関連検査(-
))

7本の原料血
漿、3本の新鮮
凍結血漿-LR、4
本の赤血球製剤
を製造。新鮮凍
結血漿-LRは全
て確保済み。

原料血漿につい
て使用の有無を
調査中。赤血球
製剤は全て医療
機関へ供給済
み。

重篤 未回復

3-07124 2007/10/31

洗浄人赤血球浮遊液
-LR
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR
人赤血球濃厚液-LR
人血小板濃厚液（放
射線照射）

男 70
血液腫
瘍

B型肝炎 07/07-08

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBeAg(-)
HBeAb(+)
HBcAb(+)
(07/05)

HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBeAg(-)
HBeAb(+)
(07/08)
HBV-DNA(+)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBeAg(-)
HBeAb(+)
IgM-HBcAb(-)
(07/09)
HBV-DNA(+)
(07/10)

調査中 調査中 調査中
保管検体6本に
ついてHBV-NAT
実施予定。

2単位
4単位
2単位
20単位

調査中 調査中 調査中 重篤 軽快

3-07125 2007/10/31

人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR
新鮮凍結人血漿-LR
人血小板濃厚液（放
射線照射）

男 50 心疾患 B型肝炎 07/08
HBsAg(-)
(07/07)

HBsAg(+)
HBsAb(-)
(07/10)

調査中 調査中 調査中
保管検体14本に
ついてHBV-NAT
実施予定。

12単位
14単位
20単位

調査中 調査中 調査中 重篤 調査中

輸血後ＮＡＴで陰性又は輸血前後で陽性

3-07075
A-
07000055

2007/6/25 2007/7/5

人赤血球濃厚液（放
射線照射）
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR
人血小板濃厚液（放
射線照射）

女 60
リンパ
腫

Ｂ型肝炎
07/01
07/02-/06
07/01-/06

HBsAg(-)
(06/10)

HBcAb(+)
HBeAb(+)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBeAg(-)
HBV-DNA(+)
(07/06)

HBV-DNA (+)
(07/01)

HBV-DNA (+)
(07/06)

陽性（輸血前）
陽性（輸血後）

保管検体39本全
てHBV-DNA(-)

※調査をうけて、副作
用・感染症と輸血血液と
の因果関係なしと考える
との担当医の見解がえら
れた。

12単位
18単位
265単位

13/39
（12人は
HBV関連検
査陰性、1
人はHBcAb
陽性かつ
HBs抗体陽
性で、当該
献血時も同
様であっ
た。）

37本の原料血
漿、3本の新鮮
凍結血漿、1本
の新鮮凍結血漿
-LRを製造。原
料血漿は全て確
保済み。新鮮凍
結血漿、新鮮凍
結血漿-LRは全
て確保済み。

－ 重篤

未回復

患者は
07/06に
リンパ腫
にて死
亡、剖検
なし。死
亡と輸
血との
因果関
係なし
（担当医
の見
解）。

3-07079
A-
07000059

2007/7/3 2007/7/13 人赤血球濃厚液 男 80
血液腫
瘍

Ｂ型肝炎 05/10

HBsAg(-)
(04/08)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
(05/09)

HBV-DNA(+)
HBsAg(+)
(07/06)

HBV-DNA(+)
(05/10)

HBV-DNA(+)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(07/07)

陽性（輸血前）
陽性（輸血後）

保管検体1本全
部HBV-DNA(-)

2単位 1/1
1本の原料血漿
を製造。

原料血漿は使用
済み。

非重篤 不明

3/10

29



日赤番号 識別番号 FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患 感染症名 投与年月
投与前検査
(年月)

投与後検査
(年月)

日赤投与前
検査

日赤投与後
検査

受血者個別
NAT

献血者個別NAT
併用血
液製剤
等

備考
使用単位
数

供血者再
献血※

同一供血者製剤
確保※

同一供血者製剤
使用※

感染症
等転帰

転帰

供血者発遡
及の場合の
供血者保管
検体（抗原、
抗体、NAT）
（投与時点）

供血者発遡及
の場合の供血
者の検査値

3-07084
A-
07000064

2007/7/12 2007/7/25
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

男 60 腎疾患 Ｂ型肝炎 07/04
HBsAg(-)
(07/04)

HBsAg(+)
HBsAb(-)
(07/07)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBeAg(-)
HBeAb(-)
HBcAb(-)
HBV-DNA(-)
(07/07)

HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
HBV-DNA(-)
(07/04)

HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
HBV-DNA(-)
(07/07)

陰性（輸血前）
陰性（輸血後）

保管検体1本全
部HBV-DNA(-)

※調査をうけて、副作
用・感染症と輸血血液と
の因果関係なしと考える
との担当医の見解がえら
れた。

2単位 0/1

1本の新鮮凍結
血漿-LRを製
造。新鮮凍結血
漿-LRは確保済
み。

－ 非重篤 不明

3-07093
A-
07000078

2007/8/6 2007/8/16

人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR
人血小板濃厚液（放
射線照射）

女 50
多発性
骨髄腫

B型肝炎
07/04-/05
07/04-/05

HBsAg(-)
HBsAb(+)
(07/01)

HBsAg(+)
(07/07)
HBsAg(+)
HBsAb(±)
（07/07）

HBsAg(-)
HBsAb(+)
HBcAb(-)
HBV-DNA(+)
(07/04)

HBsAg(+)
HBsAb(+)
HBcAb(+)
HBV-DNA(+)
(07/07)

陽性（輸血前）
陽性（輸血後）

保管検体１０本
全部HBV-DNA(-
)

※調査をうけて、副作
用・感染症と輸血血液と
の因果関係なしと考える
との担当医の見解がえら
れた。

8単位
80単位

4/10
HBV関連検
査（－）

7本の原料血
漿、3本の新鮮
凍結血漿-LRを
製造。原料血漿
は全て確保済
み。新鮮凍結血
漿-LRは全て確
保済み。

非重篤 未回復

3-07103
A-
07000088

2007/8/31 2007/9/13
人赤血球濃厚液（放
射線照射）

女 70
腎疾
患、肝
疾患

Ｂ型肝炎 06/10

HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(06/10)

HBsAg(-)
(07/03)
(07/04)
(07/07)
HBsAg(-)
HBsAb(+)
HBcAb(+)
(07/07)

HBV-DNA(-)
HBsAg(-)
HBcAb(-)
(06/10)

HBV-DNA(-)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBcAb(-)
(07/08)

陰性（輸血前）
陰性（輸血後）

保管検体2本全
部HBV-DNA(-)

4単位
1/2
（HBV関連
検査（－））

2本の原料血漿
を製造。

原料血漿は全て
使用済み。

非重篤 軽快

陽転未確認事例

3-07074
A-
07000054

2007/6/22 2007/7/5

人血小板濃厚液（放
射線照射）
人赤血球濃厚液（放
射線照射）

女 50
多発性
骨髄腫

Ｂ型肝炎
06/02-
06/10

-

HBsAg(-)
(06/03)
HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBeAg(+)
HBeAb(-)
HBcAb(+)
(07/06)

輸血前検体な
し

HBsAg(+)
HBsAb(-)
HBcAb(+)
HBV-DNA(+)
(07/06)

陽性（輸血後）
保管検体8本全
てHBV-DNA(-)

90単位
2単位

7/8
（HBV関連
検査陰性）

8本の原料血漿
を製造。

原料血漿は全て
使用済み。

非重篤 軽快

3-07088
A-
07000073

2007/7/26 2007/8/9

人赤血球濃厚液
人血小板濃厚液
人血小板濃厚液（放
射線照射）

女 60
多発性
骨髄腫

B型肝炎

03/04-
06/11
03/07-
06/12
03/07-
06/11

－

HBsAg(-)
HBsAb(+)
HBcAb(-)
(06/09)
HBV-DNA(-)
HBsAg(-)
HBcAb(-)
(06/11)
HBsAg(+)
HBcAb(+)
(07/06)
HBV-DNA(+)
HBsAb(-)
HBeAg(+)
HBeAb(-)
(07/07)
HBV-DNA(+)
HBeAg(+)
HBeAb(-)
(07/07)

－

HBV-DNA(-)
(06/09)
HBV-DNA(+)
(06/11)
HBsAg(+)
HBsAb(+)
HBcAb(+)
HBV-DNA(+)
(07/07)

陽性（輸血後）
保管検体23本全
部HBV-DNA(-)

24単位
75単位
55単位

18/23
（ＨＢＶ関連
検査（－））

23本の原料血
漿、2本の新鮮
凍結血漿を製
造。原料血漿は
1本確保済み。

原料血漿は22本
使用済み。新鮮
凍結血漿は全て
医療機関へ供給
済み。供給済み
の新鮮凍結血漿
のうち1本は未使
用であり回収済
み。

非重篤 軽快

4/10
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日赤番号 識別番号 FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患 感染症名 投与年月
投与前検査
(年月)

投与後検査
(年月)

日赤投与前
検査

日赤投与後
検査

受血者個別
NAT

献血者個別NAT
併用血
液製剤
等

備考
使用単位
数

供血者再
献血※

同一供血者製剤
確保※

同一供血者製剤
使用※

感染症
等転帰

転帰

供血者発遡
及の場合の
供血者保管
検体（抗原、
抗体、NAT）
（投与時点）

供血者発遡及
の場合の供血
者の検査値

3-07089
A-
07000074

2007/7/30 2007/8/9

人赤血球濃厚液
人赤血球濃厚液（放
射線照射）
人血小板濃厚液（放
射線照射）
白血球除去赤血球浮
遊液
洗浄人赤血球浮遊液

男 50
多発性
骨髄腫

B型肝炎

05/05-/11
05/07
05/06-
06/03
06/03
06/03

－

HBV-DNA(-)
(05/12)
HBsAg(-)
HBsAb(-)
HBeAg(-)
HBeAb(-)
HBcAb(-)
(06/09)
HBsAg(+)
(07/06)
HBV-DNA(+)
HBsAb(-)
HBeAg(+)
HBeAb(-)
HBcAb(-)
(07/07)

－

HBV-DNA(-)
(06/02)
HBV-DNA(-)
(06/05)
HBV-DNA(+)
(07/07)

陽性（輸血後）
保管検体71本全
部HBV-DNA(-)

骨髄移植ドナーの検体
の調査：HBV-DNA（-）

42単位
2単位
445単位
8単位
2単位

60/71
（57人は
HBV関連検
査陰性、2
人はHBs抗
体のみ陽
性、1人は
HBc抗体陽
性かつHBs
抗体陽性
で、当該献
血時も同様
であった）

71本の原料血
漿、6本の新鮮
凍結血漿を製
造。

原料血漿は全て
使用済み。新鮮
凍結血漿は全て
医療機関へ供給
済み。

非重篤 未回復

輸血によるＨＣＶ感染報告例（疑い例を含む。）

供血者陽性事例

3-07117
A-
07000104

2007/10/9 2007/10/19

人血小板濃厚液（放
射線照射）
人血小板濃厚液
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR
人赤血球濃厚液-LR

女 50 貧血 C型肝炎

07/06-09
07/06-09
07/08
07/06-09

HCV-RNA(-)
HCV-Ab（－）
HCVコア抗原
（－）
(07/06)

HCV-Ab（－）
(07/07)
HCVコア抗原
（－）
(07/08)
HCV-Ab（－）
HCV-RNA(+)
(07/08)
HCVコア抗原
（+）
HCB-Ab（－）
HCV-RNA(+)
(07/10)

検体なし。
HCV-RNA(+)
(07/10)

陰性（輸血前）
陽性（輸血後）

53本HCV-
RNA(-)
1本HCV-RNA(+)

200単位
140単位
6単位
36単位

12/54
（HCV関連
検査（－））

42本の原料血
漿、12本の新鮮
凍結血漿-LRを
製造。原料血漿
は全て確保済
み。新鮮凍結血
漿-LRは全て確
保済み。

非重篤 軽快

陽転事例

3-07076
A-
07000056

2007/6/28 2007/7/11
人赤血球濃厚液（放
射線照射）

男 60 脳腫瘍 Ｃ型肝炎 06/08
HCV-Ab(-)
(06/08)

HCV-Ab(-)
(06/09)
HCV-Ab(+)
(07/02)

HCV-RNA(-)
(06/08)

HCV-Ab(+)
HCV-RNA(+)
(07/06)

陰性（輸血前）
陽性（輸血後）

保管検体2本全
部HCV-RNA(-)

4単位
1/2
(HCV関連
検査陰性)

2本の原料血
漿、1本の新鮮
凍結血漿を製
造。原料血漿は
1本確保済み。

原料血漿は1本
使用済み。新鮮
凍結血漿は医療
機関へ供給済
み。

重篤 軽快

3-07081
A-
07000061

2007/7/6 2007/7/20

人赤血球濃厚液（放
射線照射）
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

男 60
肝疾
患、腎
不全

Ｃ型肝炎
06/11
07/03

HCV-Ab(-)
(03/01)
HCV-Ab(-)
(06/11)

HCV-Ab(-)
(07/01)
HCV-Ab(+)
(07/06)
HCV-RNA(+):
定性
HCV-RNA(-):
定量
(07/06)

－
HCV-Ab(+)
HCV-RNA(+)
(07/07)

陽性（輸血後）
保管検体18本全
部HCV-RNA(-)

4単位
30単位

2/18

8本の原料血
漿、1本の新鮮
凍結血漿、10本
の新鮮凍結血漿
-LRを製造。原
料血漿は5本確
保済み。新鮮凍
結血漿は確保済
み。新鮮凍結血
漿-LRは全て確
保済み。

原料血漿は3本
使用済み。

重篤 未回復

3-07086
A-
07000067

2007/7/13 2007/7/26

人赤血球濃厚液（放
射線照射）
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

男 60
胆嚢腫
瘍

C型肝炎
06/10-/12
07/02

HCVコア抗原
（-）
（06/07）

HCV-Ab（-）
（06/11）
HCV-Ab（-）
（07/02）
HCV-Ab（+）
（07/07）
HCV-Ab（+）
（07/07）

－

HCV-RNA(+)
HCV-Ab(-)
(07/02)
HCV-RNA(+)
HCV-Ab(+)
(07/07)

陽性（輸血後）
保管検体10本全
てHCV-RNA(-)

※本症例は、被疑薬７本
で第一報を入手し、2007
年7月13日にFAX報告を
行いましたが、その後医
療機関からの申し出によ
り被疑薬3本が追加され
ました。（未完了報告へ
は記載済み。）

16単位
4単位

3/10

9本の原料血
漿、1本の新鮮
凍結血漿-LRを
製造。原料血漿
は7本確保済
み。新鮮凍結血
漿-LRは確保済
み。

原料血漿は2本
使用済み。

非重篤 未回復

5/10
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日赤番号 識別番号 FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患 感染症名 投与年月
投与前検査
(年月)

投与後検査
(年月)

日赤投与前
検査

日赤投与後
検査

受血者個別
NAT

献血者個別NAT
併用血
液製剤
等

備考
使用単位
数

供血者再
献血※

同一供血者製剤
確保※

同一供血者製剤
使用※

感染症
等転帰

転帰

供血者発遡
及の場合の
供血者保管
検体（抗原、
抗体、NAT）
（投与時点）

供血者発遡及
の場合の供血
者の検査値

3-07097
A-
07000082

2007/8/15 2007/8/28
人赤血球濃厚液-LR
新鮮凍結人血漿

男 60 心疾患 C型肝炎
07/03
07/03

HCV-Ab(-)
(07/02)
(07/03)

HCV-Ab(+)
(07/07)
HCV-RNA(+)
Genotype 2a
(07/08)

HCV-RNA(-)
(07/03)

-
陰性（輸血前）
陽性（輸血後）

保管検体8本全
部HCV-RNA(-)

10単位
15単位

4/8
(HCV関連
検査（－）)

5本の新鮮凍結
血漿-LRを製
造。新鮮凍結血
漿-LRは全て確
保済み。

- 非重篤 未回復

3-07098
A-
07000083

2007/8/20 2007/8/31

人赤血球濃厚液（放
射線照射）
人血小板濃厚液（放
射線照射）

男 50

脳疾
患、消
化管出
血

C型肝炎
06/09-/10
06/09-/10

HCV-RNA(-)
HCV-Ab(-)
(06/09)

HCV-Ab(-)
(07/01)
HCV-RNA(+)
HCVコア抗原
（－）
(07/02)
HCV-Ab(+)
(07/07)
HCV-Ab(+)
HCVコア抗原
(-)
(07/08)
HCV-RNA(-)
(07/08)

-

HCV-RNA(-)
HCV-Ab(-)
(06/09)
HCV-RNA(-)
HCV-Ab(+)
(07/08)

保管検体9本全
部HCV-RNA(-)

14単位
20単位

6/9
（HCV関連
検査（－））

9本の原料血漿
を製造。

原料血漿は全て
使用済み。

非重篤 回復

3-07100
A-
07000085

2007/8/23 2007/9/3
人赤血球濃厚液-LR
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

女 60 心不全 C型肝炎
07/03
07/03

HCV-Ab(-)
(06/10)

HCV-Ab(+)
(07/07)
HCV-RNA(+)
HCV群別：グ
ループ1
(07/08)

- - 陽性（輸血後）
保管検体2本全
部HCV-RNA(-)

2単位
2単位

0/2

1本の原料血
漿、1本の新鮮
凍結血漿-LRを
製造。原料血漿
は確保済み。新
鮮凍結血漿-LR
は確保済み。

- 重篤 未回復

3-07104
A-
07000089

2007/9/3 2007/9/13

人血小板濃厚液（放
射線照射）
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR
新鮮凍結人血漿

女 80
血液腫
瘍

C型肝炎
07/05-/06
07/05-/06
07/05-/06

HCVコア抗原
（－）
HCV-Ab(-)
(07/05)

HCV-RNA(-)
(07/06)
HCV-RNA(+)
(07/06)
HCVコア抗原
（＋）
(07/08)

- - 陽性（輸血後）
保管検体29本全
部HCV-RNA(-)

100単位
6単位
32単位

14/29
(HCV関連
検査（－）)

24本の原料血
漿、5本の新鮮
凍結血漿、16本
の赤血球MAPを
製造。原料血漿
23本は確保済
み。

原料血漿1本は
使用済みで、新
鮮凍結血漿、赤
血球MAPは全て
医療機関へ供給
済み。

重篤 未回復

3-07108
A-
07000095

2007/9/18 2007/9/28
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

女 70
リンパ
腫

C型肝炎 07/07
HCV-Ab（－）
(07/06)

HCVコア抗原
（＋）
(07/09)

HCV-RNA(+)
(07/07)

HCV-RNA(+)
HCV-Ab(-)
(07/09)

陽性（輸血前）
陽性（輸血後）

保管検体3本全
部HCV-RNA(-)

患者は07年9月19日、肝
不全により死亡。
調査結果を受けて担当
医より「副作用・感染症と
輸血血液との因果関係
なしと考える。」との見解
が得られた。

4単位 0/3

2本の原料血
漿、1本の新鮮
凍結血漿-LRを
製造。原料血漿
は全て確保済
み。新鮮凍結血
漿-LRは確保済
み。

- 重篤 死亡

3-07109
A-
07000096

2007/9/19 2007/10/1
人赤血球濃厚液
人赤血球濃厚液-LR

男 80
骨髄異
形成症
候群

C型肝炎
07/01
07/02-/05

HCV-Ab（－）
(06/10)
HCVコア抗原
（－）
(07/01)

HCV-Ab（＋）
（07/06）
HCV-RNA（+）
（07/09）

-

HCV-RNA(+)
HCV-Ab(-)
(07/02)
HCV-RNA(+)
HCV-Ab(+)
(07/06)

陽性（輸血後）
保管検体9本に
ついて全部
HCV-RNA(-)

2単位
16単位

2/9
（HCV関連
検査（－））

9本の原料血漿
を製造。原料血
漿は、8本確保
済み。

原料血漿1本は
使用済み。

非重篤 回復

3-07116
A-
07000103

2007/10/4 2007/10/18
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

女 70

脳梗
塞、消
化器疾
患

C型肝炎 07/06-07
HCVコア抗原
（－）
(07/06)

HCV-Ab（－）
(07/07)
HCVコア抗原
（+）
(07/09)

HCV-RNA (-)
HCV-Ab(-)
(07/06)

HCV-RNA (+)
HCV-Ab(+)
(07/09)

陰性（輸血前）
陽性（輸血後）

保管検体10本全
部HCV-RNA (-)

10単位
3/10
(HCV関連
検査(-)）

7本の原料血
漿、3本の新鮮
凍結血漿-LRを
製造。原料血漿
はすべて確保済
み。新鮮凍結血
漿-LRは全て確
保済み。

非重篤 不明

3-07121
A-
07000108

2007/10/23 2007/11/5
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

女 70 脳出血 C型肝炎 07/06

HCVコア抗原
(-)
HCV-Ab(-)
(07/06)

HCV-Ab(-)
(07/09)
HCV-RNA(+)
(07/09)
HCV-Ab(+)
(07/10)

検体なし。 調査中 調査中
保管検体4本に
ついてHCV-NAT
実施予定。

8単位 0/4
4本の原料血漿
を製造。

原料血漿につい
て使用の有無を
調査中

重篤 軽快

輸血後ＮＡＴで陰性又は輸血前後で陽性

6/10

32



日赤番号 識別番号 FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患 感染症名 投与年月
投与前検査
(年月)

投与後検査
(年月)

日赤投与前
検査

日赤投与後
検査

受血者個別
NAT

献血者個別NAT
併用血
液製剤
等

備考
使用単位
数

供血者再
献血※

同一供血者製剤
確保※

同一供血者製剤
使用※

感染症
等転帰

転帰

供血者発遡
及の場合の
供血者保管
検体（抗原、
抗体、NAT）
（投与時点）

供血者発遡及
の場合の供血
者の検査値

3-07073
A-
07000053

2007/6/22 2007/7/5
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

男 80
肺炎、
貧血

Ｃ型肝炎 07/03-/05
HCV-Ab(-)
(07/01)

HCV-Ab(;+）
(07/06)

HCV-Ab;
 EIA法 (＋)
PHA法 (－)
HCV-RNA (－)
（07/03）

HCV-Ab;
 EIA法 (＋)
PHA法 (－)
HCV-RNA
(－)
（07/06）

陰性（輸血前）
陰性（輸血後）

保管検体6本全
てHCV-RNA(-)

　 12単位 0/6

5本の原料血
漿、1本の新鮮
凍結血漿-LRを
製造。原料血漿
は全て確保済
み。新鮮凍結血
漿は確保済み。

ー 非重篤 未回復

3-07102
A-
07000087

2007/8/29 2007/9/11
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

男 60
消化器
出血
（疑い）

C型肝炎 07/05-/06
HCV-Ab(-)
(06/07)
(07/05)

HCV-Ab(-)
(07/06)
HCV-Ab(+)
(07/08)

-

HCV-RNA(-)
HCV-Ab：EIA
法（＋）、PHA
法（－）
（07/08）

陰性（輸血後）
保管検体3本全
部HCV-RNA(-)

6単位 0/3

3本の原料血漿
を製造。原料血
漿は全て確保済
み。

- 重篤 未回復

3-07110
A-
07000097

2007/9/26 2007/10/9
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

男 60
肝疾
患、肝
癌

C型肝炎 07/03

HCVコア抗原
（－）
HCV-Ab（＋）
(07/03)

HCVコア抗原
（+）
(07/08)
HCV-RNA
（＋）
（07/09）

HCV-RNA(+)
（07/03）

HCV-RNA(+)
（07/09）

陽性（輸血前）
陽性（輸血後）

保管検体3本全
部HCV-RNA(-)

6単位 0/3

2本の原料血
漿、1本の新鮮
凍結血漿-LRを
製造。原料血漿
は全て確保済
み。新鮮凍結血
漿-LRは確保済
み。

非重篤 未回復

陽転未確認事例

3-07111
A-
07000098

2007/9/27 2007/10/11 新鮮凍結人血漿 男 40
消化器
疾患

C型肝炎 07/01 検査値なし。

HCVコア抗原
（－）
HCV-Ab（－）
(07/01)
HCV-Ab（－）
(07/04)
HCV-RNA
（＋）
HCV-Ab（＋）
(07/09)

HCV-RNA(-)
（07/01）

検体なし。 陰性（輸血前）
保管検体2本全
部HCV-RNA
（－）

人血清
アルブミ
ン

4単位
2/2
（HCV関連
検査（－））

2本の原料血
漿、2本の赤血
球製剤を製造。
原料血漿は全て
確保済み。

赤血球製剤は全
て医療機関へ供
給済み。

重篤 未回復

輸血による細菌等感染報告例（疑い例を含む。）

3-07095
A-
07000080

2007/8/9 2007/8/22 人赤血球濃厚液 男 70
骨髄異
形成症
候群

HTLV-1
検査陽性

03/11-
05/03

-

HTLV-1Ａb
EIA法（＋）
(05/12)
(07/07)
HTLV-1Ａb
WB法（＋）
(07/07)

※その後の院
内遡及調査
で、2005年検
体でもHTLV-
1Ａb(+)を確
認。

- - -

保管検体6本全
部、
HTLV-1抗体：
PA法（－）、EIA
法（－）、IF法
（－）

※2007年8月22日の未
完了報告時に調査中で
あった患者転帰が「未回
復」であると判明したた
め、2007年9月6日に追
加報告を行った。

9単位 0/6

6本の原料血
漿、2本の新鮮
凍結血漿を製
造。

原料血漿は全て
使用済み。
新鮮凍結血漿は
全て医療機関へ
供給済み。

重篤 未回復

3-07101
A-
07000086

2007/8/28 2007/9/11
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

男 70 肝癌
HTLV-1
検査陽性

07/03-/08
HTLV-1Ab(-
)：ＣＩＡ法
（07/03）

HTLV-
1Ab(+)：ＣＩＡ
法、CLIA法
（07/08）

HTLV-1Ab：PA
法（＋）、EIA法
（＋）、IF法
（＋）
（07/03）

HTLV-1Ab：
PA法（＋）、
EIA法（＋）、
IF法（＋）
（07/08）

－

保管検体4本全
部HTLV-1Ab：
PA法（－）、EIA
法（－）、IF法
（－）

※調査結果を受けて、担
当医より「副作用・感染
症と輸血血液との因果関
係なしと考える。輸血前
検体を用いた日本赤十
字社でのATLA抗体確認
検査の結果、当院検査
法の偽陰性であることが
わかった。」との見解が
得られました。

8単位 -

4本の新鮮凍結
血漿-LRを製
造。新鮮凍結血
漿は全て確保済
み。

- 非重篤 不明

7/10
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日赤番号 識別番号 FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患 感染症名 投与年月
投与前検査
(年月)

投与後検査
(年月)

日赤投与前
検査

日赤投与後
検査

受血者個別
NAT

献血者個別NAT
併用血
液製剤
等

備考
使用単位
数

供血者再
献血※

同一供血者製剤
確保※

同一供血者製剤
使用※

感染症
等転帰

転帰

供血者発遡
及の場合の
供血者保管
検体（抗原、
抗体、NAT）
（投与時点）

供血者発遡及
の場合の供血
者の検査値

3-07115
A-
07000102

2007/10/4 2007/10/18
人血小板濃厚液（放
射線照射）

男 50
血液腫
瘍

菌血症 07/09
菌血症疑い
あり
（07/09）

悪心、振戦
SaO2 93%↓
血圧
160/90↑
体温39度
脈拍140/min

※院内にて
（1）患者血培
養→
Eubacterium.s
p検出（２）投
与中止の当
該製剤を用い
た細菌培養試
験→陰性

－ －

非溶血性副作
用関連検査実
施。抗血漿タ
ンパク質抗体
検査：陰性。
血漿タンパク
質欠損検査：
欠損なし。抗
HLA抗体検
査：クラスI(+)、
クラスII(-)
(輸血血液はク
ラスI・IIともに
(-)

投与中止の当該
製剤（1本）で細
菌培養試験を実
施、陰性。

※被疑薬：採血３日目の
照射濃厚血小板

10単位 -
1本の原料血漿
を製造。原料血
漿は確保済み。

- 重篤 回復

3-07082
A-
07000062

2007/7/9 2007/7/20
洗浄人赤血球浮遊液
-LR

女 70
血液疾
患

細菌感染 07/07 －
発熱：38.5℃
（投与4時間）

－ －

非溶血性副作
用関連検査実
施
・抗血漿タン
パク質抗体検
査：陰性
・血漿タンパク
質欠損検査：
欠損なし

※院内にて実
施の患者血液
培養は陰性。

同一採血番号の
血漿（1本）で無
菌試験を実施
 無菌試験結果：
適合

※院内にて輸血された赤
血球製剤1本のセグメン
トチューブで血液培養実
施、結果は陰性。

2単位 －
1本の原料血漿
を製造。原料血
漿は確保済み。

－ 非重篤 回復

3-07087
A-
07000068

2007/7/17 2007/7/26
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

女 60 骨髄腫 細菌感染 07/07 －
輸血後体温
上昇（40.7℃）

－ －

調査なし

※院内にて実
施の患者血液
培養より、
Bacillus
mycoides を同
定した。

同一採血番号の
血漿（1本）で
Bacillus属に対
する細菌培養試
験を実施
結果：Bacillus属
菌検出されず。

（アルプ
ミン）

※被疑薬：採血１０日目
の照射赤血球濃厚液-
LR

※調査結果を受けて、担
当医より「注射針などの
関与もあるかもしれない
が、副作用・感染症と輸
血血液との因果関係あり
と考える。」との見解が得
られました。

2単位 －

1本の新鮮凍結
血漿-LRを製
造。新鮮凍結血
漿-LRは確保済
み。

－ 重篤 軽快

3-07096
A-
07000081

2007/8/14 2007/8/28
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

男 90
心筋梗
塞

細菌感染 07/08 -

体温37.4℃→
38.5℃
血圧
150/60mmHg
→
176/61mmHg
心拍数
75/min→
140/min
血液培養より
Citrobacter
freundii検出
（グラム陽性
球菌培養陰
性。）
（07/08）

- -

非溶血性副作
用関連検査実
施。

･抗血漿タンパ
ク質抗体検
査：陰性
･血漿タンパク
質欠損検査：
欠損なし。

投与中止の当該
製剤で細菌培養
試験を実施。

細菌培養試験結
果：陰性

※被疑薬：採血17日目
の照射赤血球濃厚液-
LR

1単位 -

1本の新鮮凍結
血漿-LRを製
造。新鮮凍結血
漿-LRは確保済
み。

重篤 回復

8/10
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日赤番号 識別番号 FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患 感染症名 投与年月
投与前検査
(年月)

投与後検査
(年月)

日赤投与前
検査

日赤投与後
検査

受血者個別
NAT

献血者個別NAT
併用血
液製剤
等

備考
使用単位
数

供血者再
献血※

同一供血者製剤
確保※

同一供血者製剤
使用※

感染症
等転帰

転帰

供血者発遡
及の場合の
供血者保管
検体（抗原、
抗体、NAT）
（投与時点）

供血者発遡及
の場合の供血
者の検査値

3-07105
A-
07000090

2007/9/5 2007/9/18
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

女 50
消化器
腫瘍

細菌感染 07/09 -

体温　約37度
→約40度
血液培養より
Klebsiella
pneumoniae(
グラム陰性
菌）検出
(07/09)
Klebsiella
pneumoniae、
Pseudomonas
fluorescens,
Pseudomonas
putidaを同定

- - 調査なし。
投与中止の当該
製剤で細菌培養
の結果、陰性。

※被疑薬：採血12日目
の照射赤血球濃厚液-
LR
調査結果を受けて担当
医より「副作用・感染症と
輸血血液との因果関係
なしと考える。血液培養
（2セット）の結果で同一
菌がK. pneumoniaeのた
め、起炎菌はKlebsiella
pneumoniaeと考えられ
る。感染源は原病（骨盤
内膿瘍）であった」という
見解が得られた。

2単位 -
1本の原料血漿
を製造。原料血
漿を確保済み。

重篤 軽快

3-07106
A-
07000091

2007/9/5 2007/9/20

人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR
人血小板濃厚液（放
射線照射）

男 70

呼吸器
腫瘍、
骨髄異
形成症
候群

細菌感染
07/08
07/08

-

発熱（39度～
40度）
血液培養にて
グラム陰性桿
菌を検出。
（Escherichia
coliを同定。）

- -

非溶血性副作
用関連検査実
施。抗血漿タ
ンパク質抗体
検査：陰性。
血漿タンパク
質欠損検査：
欠損なし

同一採血番号の
血漿（2本）で
Escherichia coli
に対する細菌培
養試験を実施、
検出されず。

※被疑薬：採血15日目
の照射赤血球濃厚液-
LR（1本）
採血3日目の照射濃厚血
小板（1本）

2単位
10単位

-

2本の原料血漿
を製造。原料血
漿は全て確保済
み。

重篤

回復
※患者
は07年9
月4日、
肺癌に
て死亡、
剖検な
し。
※死亡
と本剤と
の関連
性なし
（担当医
の見
解）。

3-07113
A-
07000100

2007/10/1 2007/10/15
人血小板濃厚液（放
射線照射）

女 50
多発性
骨髄腫

細菌感染 07/09 －

発熱（36度→
38．6度）
アナフィラキ
シーショック
血圧102/70
→66/-
脈拍80→122

※患者血液
培養は陰性

非溶血性副作
用関連検査実
施。抗血漿タ
ンパク質抗体
検査：陰性。
血漿タンパク
質欠損検査：
欠損なし。

投与中止の当該
製剤（1本）で細
菌培養試験を実
施、陰性。

※被疑薬：採血2日目の
照射濃厚血小板

10単位 -
1本の原料血漿
を製造。原料血
漿は確保済み。

非重篤 回復

3-07118
A-
07000105

2007/10/9 2007/10/19
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

男 60
消化器
疾患

細菌感染 07/10

患者血培養
により
Staphylococc
us aureus,
Pseudomonas
aeruginosaを
同定
(07/08)
Pseudomonas
aeruginosa,
Staphylococc
us aureus
（MRSA)を同
定
(07/09)

患者血培養に
より
Staphylococc
us aureusを同
定
(07/10)
アナフィラキ
シーショック

非溶血性関連
検査実施予
定。

投与中止の当該
製剤(1本）で細
菌培養試験を実
施する予定。

※被疑薬：採血10日目
の照射赤血球濃厚液-
LR

2単位 - 調査中 調査中 重篤 軽快

3-07123
A-
07000114

2007/10/25 2007/11/8 人赤血球濃厚液-LR 男 50
消化器
疾患
肝疾患

細菌感染 07/10 -

体温37℃→
38℃
輸血開始30
分後悪寒出
現。
院内にて患者
血培養、投与
中止の当該
製剤を用いた
血液培養を実
施、結果はい
ずれも陰性。

- - -

投与中止の当該
製剤（1本）で細
菌培養を実施予
定

※被疑薬：採血15日目
の赤血球濃厚液-LR(1
本）

2単位 -
1本の原料血漿
を製造。原料血
漿は確保済み。

－ 非重篤 軽快

9/10
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日赤番号 識別番号 FAX受付日 報告受領日 一般名

患
者
性
別

年
齢

原疾患 感染症名 投与年月
投与前検査
(年月)

投与後検査
(年月)

日赤投与前
検査

日赤投与後
検査

受血者個別
NAT

献血者個別NAT
併用血
液製剤
等

備考
使用単位
数

供血者再
献血※

同一供血者製剤
確保※

同一供血者製剤
使用※

感染症
等転帰

転帰

供血者発遡
及の場合の
供血者保管
検体（抗原、
抗体、NAT）
（投与時点）

供血者発遡及
の場合の供血
者の検査値

3-07085
A-
07000065

2007/7/13 2007/7/25
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

男 80
消化器
腫瘍

細菌感染
血圧低下
意識レベ
ルの低下

07/06
血圧133/59
体温36.4℃

血圧102/78
体温38.5℃

－ －

非溶血性副作
用関連検査実
施
・抗血漿タン
パク質抗体検
査：陰性
・血漿タンパク
質欠損検査：
欠損なし

※院内にて患
者血液培養は
未実施。

同一採血番号の
血漿（1本）で細
菌培養試験を実
施
結果：陰性

※被疑薬：採血９日目の
照射赤血球濃厚液-LR
（1本）

※本症例は、6月22日に
血圧低下、意識障害、全
身痙攣として情報入手
し、30日報告の準備を進
めていたが、7月12日に
細菌感染疑いとしての追
加調査を希望するとの情
報を入手したため、感染
症症例として報告する。

1単位 －
1本の原料血漿
を製造。原料血
漿は確保済み。

－ 重篤 回復

3-07094
A-
07000079

2007/8/6 2007/8/16 人赤血球濃厚液-LR 女
～
10

超低出
生体重
時

サイトメガ
ロウイル
ス感染

07/07 -

CMV-DNA
（＋）
(07/08)
※母親の
CMV関連検
査は未実施。

- - -

保管検体1本全
部：IgM-CMV抗
体（－）、IgG-
CMV抗体（＋）

※なお、被疑薬は、保存
前白血球除去製剤であ
る。
注）日本成人のCMV抗
体保有率は80～90％程
度とされており、潜伏感
染の状態で体内にウイ
ルスを保有している。

－
1本の原料血漿
を製造。原料血
漿は確保済み。

重篤 未回復

3-07077
A-
07000057

2007/7/2 2007/7/11
人赤血球濃厚液（放
射線照射）-LR

男 70 貧血
伝染性紅
斑

07/06
Hb 3.1g/dL
(07/06)

Hb 6.7g/dL
網状赤血球
4.2‰
(07/06)
Hb 4.4g/dL
(07/06)
Hb 4.3g/dL
網状赤血球
3.1‰
(07/06)
Hb 3.6g/dL
網状赤血球
1.4‰
(07/06)

－

B19-DNA(-)
B19Ab［ＩｇＭ］
(-)
B19Ab［ＩｇＧ］
(+)
(07/06)

陰性（輸血後）

保管検体5本に
ついてヒトパル
ボウイルスB19
関連検査実施。

保管検体4本：
B19-DNA(-)
B19Ab［ＩｇＭ］(-)
B19Ab［ＩｇＧ］(+)

保管検体1本：
B19-DNA(-)
B19Ab［ＩｇＭ］(-)
B19Ab［ＩｇＧ］(-)

急激なHbの低下、骨髄
液中の赤芽球の著減・巨
大赤芽球出現

10単位

ヒトパルボ
ウイルス
B19感染症
例のため
フォローせ
ず。

4本の原料血
漿、1本の新鮮
凍結血漿-LRを
製造。原料血漿
は全て確保済
み。新鮮凍結血
漿-LRは確保済
み。

－ 非重篤 回復

3-07090
A-
07000075

2007/8/1 2007/8/16
人血小板濃厚液（放
射線照射）

女 40
血液腫
瘍

敗血症 07/07 －

体温42℃
血圧低下
血液培養より
Streptococcu
s mitis検出。
（07/07）

※院内にて実
施の患者血
液培養より
Streptococcu
s mitisを同定
した。

－ －

非溶血性副作
用関連検査実
施
・抗血漿タン
パク質抗体検
査：陰性
・血漿タンパク
質欠損検査：
欠損なし

投与中止の当該
製剤で、
Streptococcus
mitisに対する細
菌培養試験を実
施。
結果：
Streptococcus
mitis検出され
ず。

※被疑薬は採血３日目
の照射濃厚血小板。

10単位 -
1本の原料血漿
を製造。原料血
漿は確保済み。

- 重篤 軽快

3-07072
A-
07000052

2007/6/21 2007/7/4
人赤血球濃厚液（放
射線照射）

女 80
消化器
腫瘍

敗血症性
ショック

07/06 - - - -

非溶血性副作
用関連検査
・抗血漿タン
パク質抗体検
査：陰性
・血漿タンパク
質欠損検査：
欠損なし

同一採血番号の
血漿（２本）で細
菌培養試験を実
施。
結果：肺炎桿菌
検出されず。

※調査結果を受けて、担
当医より「副作用・感染
症と輸血血液との因果関
係なしと考える」との見解
が得られた。

4単位 －

2本の原料血漿
を製造。原料血
漿は全て確保済
み。

－ 重篤 回復

10/10
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平成 19 年 11 月 14 日開催 

薬事・食品衛生審議会 

運 営 委 員 会 提 出 資 料 

別紙 

 

日本赤十字社 

 

試行的 HEV20 プール NAT 実施状況について 

（輸血後 HEV 感染の予防対策） 

 
 
１．試行的 HEV20 プール NAT 実施状況 

 

北海道赤十字血液センター管内 

調査期間：平成 17 年 1 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日 

 献血者数 HEV-RNA 陽性 陽性率 

Ｈ１７．１～Ｈ１８．２※1 ３４１，１７４ ４５ １／７，５８２ 

Ｈ１８．３～Ｈ１９．９※2 ４２５，９６５ ４３ １／９，９０６ 

合計 ７６７，１３９ ８８ １／８，７１７ 

  *1 北海道センターにて NAT 実施（ALT 高値、検査不合格検体も含む） 

  *2 血漿分画センターにて NAT 実施（ALT 高値、検査不合格検体は除く） 

 

２．HEV-RNA 陽性献血者の内訳 

  別添 
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別添

２．　HEV-RNA陽性者の内訳 調査期間：2005年1月1日～2007年9月30日

IgM IgG 肉の種類 食べ方

1 2005/01/04 32 M 57 － － ＋ 無 不明レバー 生 無

2 2005/02/07 38 F 11 － － ＋ 無 ブタレバー 生 無

3 2005/02/13 41 M 103 － － ＋ 無 回答なし 無

4 2005/03/25 65 F 17 － － ＋ 無 回答なし 無

5 2005/03/27 26 M 38 － － ＋ 有 不明レバー（問診時） 生 有 赤血球製剤破損のため院内廃棄

6 2005/04/10 54 F 20 － － ＋ 無 ウシ精肉 半生 無

7 2005/04/15 59 F 16 － － ＋ 無 ブタホルモン、シカ精肉 十分加熱 無

8 2005/04/15 35 F 16 － － ＋ 無
シカ精肉、ウシ精肉
ウシレバー、ヒツジ精肉

半生
十分加熱

無

9 2005/04/20 25 M 24 ＋ ＋ ＋ 無
ウシレバー、ウシ精肉
ウシホルモン、ヒツジ精肉

半生
十分加熱

有 感染なし

10 2005/04/28 22 M 44 － － ＋ 無 回答なし 無

11 2005/06/07 42 M 24 ＋ ＋ ＋ 無
ウシ精肉
ウシホルモン、ブタ精肉、ヒツジ精肉

半生
十分加熱

有 原疾患により死亡

12 2005/06/22 51 M 52 － － ＋ 無 回答なし 無

13 2005/07/03 58 M 219 ＋ ＋ ＋ 無 不明レバー、ブタ精肉 十分加熱 無

14 2005/07/05 22 M 23 ＋ － ＋ 無 回答なし 無

15 2005/07/05 38 M 15 － － ＋ 無 ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉 半生 無

16 2005/07/13 24 M 19 － － ＋ 無 ウシレバー 生 有 原疾患により死亡

17 2005/09/02 33 M 49 － － ＋ 無
ウシ精肉
ヒツジ精肉
ブタホルモン、ブタ精肉

生
半生
十分加熱

無

18 2005/09/01 29 F 100 ＋ ＋ ＋ 無
ウシホルモン、ヒツジ精肉
ウシレバー、ウシ精肉、ブタ精肉

半生
十分加熱

無

19 2005/09/20 42 M 31 － － ＋ 無 ブタホルモン、不明レバー、ヒツジ精肉 十分加熱 有 HEV感染（H17.11.1 運営委員会報告済み）

20 2005/09/27 20 F 10 － － ＋ 無 ウシ精肉、ブタホルモン、ヒツジ精肉 十分加熱 無

21 2005/10/21 41 M 12 － － ＋ 無 回答なし 無

22 2005/10/25 44 F 38 ＋ ＋ ＋ 無 ウシ精肉、ブタ精肉 十分加熱 無

23 2005/11/07 30 F 21 － － ＋ 無
ブタホルモン、ウシ精肉、ヒツジ精肉
ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉

半生
十分加熱

無

24 2005/11/07 31 F 12 ＋ ＋ ＋ 有 ブタレバー、ブタホルモン、ウシ精肉 十分加熱 無

25 2005/11/20 28 M 47 ＋ ＋ ＋ 有
ウシレバー、ウマ精肉
ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉

生
十分加熱

無

26 2005/11/29 35 F 333 ＋ ＋ ＋ 有 回答なし 無

27 2005/12/13 42 M 30 － － ＋ 有
ウシ精肉、ヒツジ精肉
不明レバー、ブタ精肉

半生
十分加熱

有 原疾患により死亡

28 2005/12/13 30 M 11 － － ＋ 有 不明レバー 十分加熱 有 HEV感染（H18.01.26 運営委員会報告済み）

29 2005/12/22 62 F 14 － － ＋ 無 回答なし 無

30 2005/12/27 42 F 14 － － ＋ 無 回答なし 無

No. 採血日
ALT

(IU/L)
HEV抗体 喫食歴調査 遡及対象

供給製剤
受血者情報

HEV
RNA

問診
該当
※１

年齢 性別
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IgM IgG 肉の種類 食べ方

31 2006/01/02 22 F 12 － － ＋ 有 ウシレバー、ウシ精肉 十分加熱 無

32 2006/01/06 68 M 23 － － ＋ 無 ウシレバー、ブタホルモン、ヒツジ精肉 半生 無

33 2006/01/13 36 M 42 － － ＋ 無
ウマ精肉、不明レバー
ウシ精肉、ヒツジ精肉
ウシレバー、ブタ精肉、ブタホルモン

生
半生
十分加熱

無

34 2006/01/18 53 M 238 ＋ ＋ ＋ 有 ウシレバー、ウシホルモン 十分加熱 無

35 2006/01/13 31 M 43 － － ＋ 有
不明レバー
ブタ精肉、ヒツジ精肉

半生
十分加熱

無

36 2006/01/17 48 M 25 － － ＋ 無 回答なし 無

37 2006/01/25 52 M 25 － － ＋ 無 不明レバー、ヒツジ精肉 十分加熱 有 輸血後89日現在、HEVマーカーの陽転は見られず追跡調査終了

38 2006/01/30 39 F 22 － － ＋ 無 回答なし 無

39 2006/01/30 25 M 32 － － ＋ 有 ウシ精肉、ウシホルモン、ブタ精肉 十分加熱 無

40 2006/02/02 39 F 35 － ＋ ＋ 有
ウシレバー
ウシレバー
ヒツジ精肉

生
半生
十分加熱

無

41 2006/02/07 57 M 13 － － ＋ 無 不明 不明 無

42 2006/02/07 40 F 172 ＋ ＋ ＋ 無 ウシ精肉 十分加熱 無

43 2006/02/17 39 M 28 － － ＋ 無
ブタホルモン、ブタレバー、ブタガツ、ヒツジ精肉
イノシシ精肉、ブタ精肉

半生
十分加熱

無

44 2006/02/20 58 M 22 － － ＋ 無 ヒツジ精肉 十分加熱 無

45 2006/02/21 45 M 30 － － ＋ 無
ウシ精肉
ブタ精肉、ブタレバー、ヒツジ精肉

半生
十分加熱

無

46 2006/03/01 46 F 15 － － ＋ 無 回答なし 無

47 2006/03/01 50 F 29 － － ＋ 無 回答なし 無

48 2006/03/02 54 M 47 ＋ ＋ ＋ 無 ウシ・ブタ（精肉、レバー、ホルモン）、ヒツジ精肉 十分加熱 無

49 2006/03/27 40 F 12 － － ＋ 無 回答なし 無

50 2006/04/01 31 F 16 － － ＋ ヒツジ精肉 半生 無

51 2006/04/04 30 F 14 － － ＋ ブタ精肉、不明レバー 十分加熱 無

52 2006/04/12 38 M 45 ＋ ＋ ＋ ブタレバー、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉 十分加熱 無

53 2006/04/18 21 M 26 － － ＋
ウシ精肉、ウシホルモン
ウシ精肉、ウシホルモン

半生
十分加熱

無

54 2006/04/22 28 M 14 ＋ ＋ ＋ 回答なし 無

55 2006/04/26 46 M 19 － － ＋ ブタレバー 半生 無

56 2006/05/18 62 M 27 － － ＋ ヒツジレバー 十分加熱 無

57 2006/07/07 17 M 33 － － ＋ 回答なし 無

58 2006/07/11 34 F 10 － － ＋ 回答なし 無

59 2006/07/12 21 F 27 － － ＋ 回答なし 無

60 2006/07/22 49 M 46 ＋ － ＋ ウシ精肉、ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー 十分加熱 無

受血者情報
HEV
RNA

問診
該当
※１

喫食歴調査 遡及対象
供給製剤

年齢 性別
ALT

(IU/L)
HEV抗体

No. 採血日
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IgM IgG 肉の種類 食べ方

61 2006/08/01 62 M 18 － － ＋ ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉 十分加熱 無

62 2006/09/06 44 F 14 － － ＋ 喫食歴なし 無

63 2006/09/29 68 M 15 － － ＋ ブタ精肉、ヒツジ精肉 十分加熱 無

64 2006/10/21 29 M 22 － － ＋ 不明 無

65 2006/11/19 48 M 58 － － ＋ ウシ精肉、ブタ精肉 十分加熱 無

66 2006/11/23 54 M 18 － － ＋ 回答なし 無

67 2006/12/01 43 M 55 － ＋ ＋ ブタ精肉 十分加熱 無

68 2006/12/04 60 M 46 ＋ ＋ ＋ ウシ精肉 十分加熱 無

69 2006/12/04 47 M 40 ＋ ＋ ＋ ウシ精肉、ウシホルモン 十分加熱 無

70 2007/03/01 33 M 41 － － ＋ ウシレバー 生 無

71 2007/03/15 42 M 32 － ＋ ＋ ブタレバー、ブタホルモン 半生 無

72 2007/03/27 55 M 30 － － ＋ 不明レバー 十分加熱 無

73 2007/04/07 22 F 9 － － ＋
ユッケ
ウシホルモン、ヒツジホルモン

生
十分加熱

無

74 2007/05/16 47 F 15 － － ＋ ヒツジ精肉、ブタホルモン 十分加熱 無

75 2007/05/18 40 F 27 ＋ ＋ ＋ ブタ生ハム（自家製） 半生 無

76 2007/05/30 33 M 26 － ＋ ＋ ヒツジ精肉、ブタホルモン 十分加熱 無

77 2007/06/22 38 M 20 － － ＋ ウシ精肉、ヒツジ精肉 十分加熱 無

78 2007/06/25 45 M 37 ＋ ＋ ＋
ブタ精肉
ヒツジ精肉

十分加熱
半生

無

79 2007/06/27 37 M 18 － － ＋ ブタ精肉 十分加熱 無

80 2007/07/24 57 M 24 － － ＋ 喫食歴なし 無

81 2007/07/29 37 M 48 － － ＋
不明レバー、ブタホルモン
不明レバー、ブタホルモン

十分加熱
半生

無

82 2007/07/31 48 M 30 － － ＋ ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー 十分加熱 無

83 2007/08/01 48 M 33 － － ＋
ブタ精肉
ウシ精肉、ヒツジ精肉

十分加熱
半生

無

84 2007/08/04 53 M 28 － － ＋
ヒツジ精肉
ヒツジ精肉

十分加熱
半生

無

85 2007/08/26 50 M 60 － － ＋
ヒツジ精肉
ウシ精肉

十分加熱
生

無

86 2007/09/05 41 M 29 － － ＋ 喫食歴なし 無

87 2007/09/18 41 M 23 － － ＋ ウシ精肉、ブタ精肉、ウシホルモン、ブタホルモン 半生 無

88 2007/09/21 57 M 19 － － ＋ ブタホルモン 十分加熱 無

遡及対象
供給製剤

受血者情報No. 採血日 年齢 性別
ALT

(IU/L)
HEV抗体 HEV

RNA

問診
該当
※１

喫食歴調査

※１：問診喫食歴調査内容
　　　05年  1月1日～05年10月31日：「過去３ヶ月以内にブタ、シカ、イノシシあるいは動物種不明の生肉、生レバーの喫食歴」
　　　05年11月1日～06年03月31日 ：「過去３ヶ月以内に生肉（半生も含む）、レバー、ホルモン（動物種、焼き方を問わず）の喫食歴」、なお本調査は06年03月31日をもって終了40



事 務 連 絡

平成１９年１０月１２日

日本赤十字社血液事業本部 御中

薬事・食品衛生審議会血液事業部会事務局

厚生労働省医薬食品局血液対策課

血液製剤に関する報告事項について

血液事業の推進に御努力いただき、厚く御礼申し上げます。

さて、標記につきましては、平成１９年６月２９日付け血安第２２０号にて

貴社から報告を頂いたところですが、平成１９年１１月１４日（水）に平成１

９年度第３回血液事業部会運営委員会が開催されますので、下記の事項につい

て資料を作成いただき、平成１９年１０月１８日（木）までに当事務局あて提

出いただきますようお願いします。記の１２については、平成１９年７月２５

日開催平成１９年度第２回血液事業部会運営委員会提出資料を更新の上、再度

提出ください。

なお、資料の作成に当たっては、供血者、患者及び医療機関の名称並びにこ

れらの所在地又はこれらの事項が特定できる情報を記載しないよう、個人情報

及び法人情報の保護に特段の御配慮をお願いします。

記

１．平成１５年９月５日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＩＶの感染が疑

われる事例について、残る２人の供血者のその後の検査結果。来訪がなけれ

ば、その旨。

２．平成１６年３月２２日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る５人の供血者のその後の検

査結果。来訪がなければ、その旨。

３．平成１６年１１月２６日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型

肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る９人の供血者のその後の

検査結果｡来訪がなければ、その旨｡

４．平成１７年１月１２日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る４人の供血者のその後の検
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査結果。来訪がなければ、その旨。

５．平成１７年２月４日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る１人の供血者のその後の検査

結果。来訪がなければ、その旨。

６．平成１７年６月２３日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る５人の供血者のその後の検

査結果。来訪がなければ、その旨。

７．平成１８年４月７日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る９人の供血者のその後の検査

結果。来訪がなければ、その旨。

８．平成１８年６月５日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る２人の供血者のその後の検査

結果。来訪がなければ、その旨。

９．平成１９年２月２０日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る２人の供血者のその後の検

査結果。来訪がなければ、その旨。

１０．平成１８年２月１５日報告、３月８日付けで追加報告された輸血用血液

製剤でＨＣＶ（ 型肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る４人C
の供血者のその後の検査結果。来訪がなければ、その旨。

１１．平成１９年４月９日付けで報告された輸血用血液製剤で細菌感染が疑わ

れる事例について、その後の調査結果。

１２．試行的ＨＥＶ２０プールＮＡＴについて、その後の調査実施状況。
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血 安 第 ３ ５ ８ 号 

平成１９年１０月１８日 

 

厚生労働省医薬食品局血液対策課長 様 

 

日本赤十字社 

       血液事業本部長 

 

血液製剤に関する報告事項について（回答） 

 

平成１９年１０月１２日付事務連絡によりご依頼のありました標記の件については、

下記により回答いたします。 

 

記 

 

１．平成１５年９月５日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＩＶの感染が疑われる

事例について、残る２人の供血者のその後の検査結果。来訪がなければ、その旨。 

  ⇒ 残る２人のその後の来訪なし。（８名中６名が来所、検査は全て陰性） 

 

２．平成１６年３月２２日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎ウイ

ルス）感染が疑われる事例について、残る５人の供血者のその後の検査結果。来訪

がなければ、その旨。 

⇒ 残る５人のその後の来訪なし。（３７名中３２名が来所、検査は全て陰性） 

 

３．平成１６年１１月２６日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎ウ

イルス）感染が疑われる事例について、残る９人の供血者のその後の検査結果。来

訪がなければ、その旨。 

⇒ 残る９人のその後の来訪なし。（４８名中３９名が来所、検査は全て陰性） 

 

４．平成１７年１月１２日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎ウイ

ルス）感染が疑われる事例について、残る４人の供血者のその後の検査結果。来訪

がなければ、その旨。 

⇒ 残る４人のその後の来訪なし。（１６名中１２名が来所、検査は全て陰性） 

 

５．平成１７年２月４日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎ウイル

ス）感染が疑われる事例について、残る１人の供血者のその後の検査結果。来訪が

なければ、その旨。 

⇒ 残る１人のその後の来訪なし。（追跡調査対象の４名中３名が来所、HBV-DNA は

全て陰性。１名は HBc 抗体が EIA 法のみ陽性 HI 法陰性、その他の者は全て陰性） 
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６．平成１７年６月２３日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎ウイ

ルス）感染が疑われる事例について、残る５人の供血者のその後の検査結果。来訪

がなければ、その旨。 

⇒ 残る５人のその後の来訪なし。（２０名中１５名が来所、検査は全て陰性） 

 

７．平成１８年４月７日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎ウイル

ス）感染が疑われる事例について、残る９人の供血者のその後の検査結果。来訪が

なければ、その旨。 

⇒ 残る９人のその後の来訪なし。（５３名中４４名が来所、HBV-DNA は全て陰性。

２名は HBc 抗体及び HBs 抗体陽性、１名は HBs 抗体のみ陽性、その他の者は全

て陰性） 

 

８．平成１８年６月５日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎ウイ

ルス）感染が疑われる事例について、残る２人の供血者のその後の検査結果。来

訪がなければ、その旨。 

⇒ 残る２人のその後の来訪なし。（２９名中２７名が来所、HBV-DNA は全て陰性。

２名は HBc 抗体及び HBs 抗体陽性、１名は HBs 抗体のみ陽性、その他の者は全

て陰性） 

 

９．平成１９年２月２０日付けで報告された輸血用血液製剤でＨＢＶ（Ｂ型肝炎ウ

イルス）感染が疑われる事例について、残る２人の供血者のその後の検査結果。

来訪がなければ、その旨。 

   ⇒ １人がその後再採血に協力頂き、検査は陰性。残る１人の来訪なし。（３名中

２名が来所、検査は全て陰性）  

     

１０．平成１８年２月１５日報告、３月８日付けで追加報告された輸血用血液製剤でＨ

ＣＶ（Ｃ型肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る４人の供血者のそ

の後の検査結果。来訪がなければ、その旨。 

   ⇒ １人がその後献血に協力頂き、検査は陰性。残る３人の来訪なし。（８１名中

７８名が来所、検査は全て陰性） 

 

１１．平成１９年４月９日付けで報告された輸血用血液製剤で細菌感染が疑われる事例

について、その後の調査結果。 

⇒ 調査なし 

 

１２．試行的ＨＥＶ２０プールＮＡＴについて、その後の調査実施状況。 

⇒ 別紙のとおり 
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平成 19 年 11 月 14 日開催 

薬事・食品衛生審議会 

運 営 委 員 会 提 出 資 料 

別紙 

 

日本赤十字社 

 

試行的 HEV20 プール NAT 実施状況について 

（輸血後 HEV 感染の予防対策） 

 
 
１．試行的 HEV20 プール NAT 実施状況 

 

北海道赤十字血液センター管内 

調査期間：平成 17 年 1 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日 

 献血者数 HEV-RNA 陽性 陽性率 

Ｈ１７．１～Ｈ１８．２※1 ３４１，１７４ ４５ １／７，５８２ 

Ｈ１８．３～Ｈ１９．９※2 ４２５，９６５ ４３ １／９，９０６ 

合計 ７６７，１３９ ８８ １／８，７１７ 

  *1 北海道センターにて NAT 実施（ALT 高値、検査不合格検体も含む） 

  *2 血漿分画センターにて NAT 実施（ALT 高値、検査不合格検体は除く） 

 

２．HEV-RNA 陽性献血者の内訳 

  別添 
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別添

２．　HEV-RNA陽性者の内訳 調査期間：2005年1月1日～2007年9月30日

IgM IgG 肉の種類 食べ方

1 2005/01/04 32 M 57 － － ＋ 無 不明レバー 生 無

2 2005/02/07 38 F 11 － － ＋ 無 ブタレバー 生 無

3 2005/02/13 41 M 103 － － ＋ 無 回答なし 無

4 2005/03/25 65 F 17 － － ＋ 無 回答なし 無

5 2005/03/27 26 M 38 － － ＋ 有 不明レバー（問診時） 生 有 赤血球製剤破損のため院内廃棄

6 2005/04/10 54 F 20 － － ＋ 無 ウシ精肉 半生 無

7 2005/04/15 59 F 16 － － ＋ 無 ブタホルモン、シカ精肉 十分加熱 無

8 2005/04/15 35 F 16 － － ＋ 無
シカ精肉、ウシ精肉
ウシレバー、ヒツジ精肉

半生
十分加熱

無

9 2005/04/20 25 M 24 ＋ ＋ ＋ 無
ウシレバー、ウシ精肉
ウシホルモン、ヒツジ精肉

半生
十分加熱

有 感染なし

10 2005/04/28 22 M 44 － － ＋ 無 回答なし 無

11 2005/06/07 42 M 24 ＋ ＋ ＋ 無
ウシ精肉
ウシホルモン、ブタ精肉、ヒツジ精肉

半生
十分加熱

有 原疾患により死亡

12 2005/06/22 51 M 52 － － ＋ 無 回答なし 無

13 2005/07/03 58 M 219 ＋ ＋ ＋ 無 不明レバー、ブタ精肉 十分加熱 無

14 2005/07/05 22 M 23 ＋ － ＋ 無 回答なし 無

15 2005/07/05 38 M 15 － － ＋ 無 ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉 半生 無

16 2005/07/13 24 M 19 － － ＋ 無 ウシレバー 生 有 原疾患により死亡

17 2005/09/02 33 M 49 － － ＋ 無
ウシ精肉
ヒツジ精肉
ブタホルモン、ブタ精肉

生
半生
十分加熱

無

18 2005/09/01 29 F 100 ＋ ＋ ＋ 無
ウシホルモン、ヒツジ精肉
ウシレバー、ウシ精肉、ブタ精肉

半生
十分加熱

無

19 2005/09/20 42 M 31 － － ＋ 無 ブタホルモン、不明レバー、ヒツジ精肉 十分加熱 有 HEV感染（H17.11.1 運営委員会報告済み）

20 2005/09/27 20 F 10 － － ＋ 無 ウシ精肉、ブタホルモン、ヒツジ精肉 十分加熱 無

21 2005/10/21 41 M 12 － － ＋ 無 回答なし 無

22 2005/10/25 44 F 38 ＋ ＋ ＋ 無 ウシ精肉、ブタ精肉 十分加熱 無

23 2005/11/07 30 F 21 － － ＋ 無
ブタホルモン、ウシ精肉、ヒツジ精肉
ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉

半生
十分加熱

無

24 2005/11/07 31 F 12 ＋ ＋ ＋ 有 ブタレバー、ブタホルモン、ウシ精肉 十分加熱 無

25 2005/11/20 28 M 47 ＋ ＋ ＋ 有
ウシレバー、ウマ精肉
ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉

生
十分加熱

無

26 2005/11/29 35 F 333 ＋ ＋ ＋ 有 回答なし 無

27 2005/12/13 42 M 30 － － ＋ 有
ウシ精肉、ヒツジ精肉
不明レバー、ブタ精肉

半生
十分加熱

有 原疾患により死亡

28 2005/12/13 30 M 11 － － ＋ 有 不明レバー 十分加熱 有 HEV感染（H18.01.26 運営委員会報告済み）

29 2005/12/22 62 F 14 － － ＋ 無 回答なし 無

30 2005/12/27 42 F 14 － － ＋ 無 回答なし 無

No. 採血日
ALT

(IU/L)
HEV抗体 喫食歴調査 遡及対象

供給製剤
受血者情報

HEV
RNA

問診
該当
※１

年齢 性別
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IgM IgG 肉の種類 食べ方

31 2006/01/02 22 F 12 － － ＋ 有 ウシレバー、ウシ精肉 十分加熱 無

32 2006/01/06 68 M 23 － － ＋ 無 ウシレバー、ブタホルモン、ヒツジ精肉 半生 無

33 2006/01/13 36 M 42 － － ＋ 無
ウマ精肉、不明レバー
ウシ精肉、ヒツジ精肉
ウシレバー、ブタ精肉、ブタホルモン

生
半生
十分加熱

無

34 2006/01/18 53 M 238 ＋ ＋ ＋ 有 ウシレバー、ウシホルモン 十分加熱 無

35 2006/01/13 31 M 43 － － ＋ 有
不明レバー
ブタ精肉、ヒツジ精肉

半生
十分加熱

無

36 2006/01/17 48 M 25 － － ＋ 無 回答なし 無

37 2006/01/25 52 M 25 － － ＋ 無 不明レバー、ヒツジ精肉 十分加熱 有 輸血後89日現在、HEVマーカーの陽転は見られず追跡調査終了

38 2006/01/30 39 F 22 － － ＋ 無 回答なし 無

39 2006/01/30 25 M 32 － － ＋ 有 ウシ精肉、ウシホルモン、ブタ精肉 十分加熱 無

40 2006/02/02 39 F 35 － ＋ ＋ 有
ウシレバー
ウシレバー
ヒツジ精肉

生
半生
十分加熱

無

41 2006/02/07 57 M 13 － － ＋ 無 不明 不明 無

42 2006/02/07 40 F 172 ＋ ＋ ＋ 無 ウシ精肉 十分加熱 無

43 2006/02/17 39 M 28 － － ＋ 無
ブタホルモン、ブタレバー、ブタガツ、ヒツジ精肉
イノシシ精肉、ブタ精肉

半生
十分加熱

無

44 2006/02/20 58 M 22 － － ＋ 無 ヒツジ精肉 十分加熱 無

45 2006/02/21 45 M 30 － － ＋ 無
ウシ精肉
ブタ精肉、ブタレバー、ヒツジ精肉

半生
十分加熱

無

46 2006/03/01 46 F 15 － － ＋ 無 回答なし 無

47 2006/03/01 50 F 29 － － ＋ 無 回答なし 無

48 2006/03/02 54 M 47 ＋ ＋ ＋ 無 ウシ・ブタ（精肉、レバー、ホルモン）、ヒツジ精肉 十分加熱 無

49 2006/03/27 40 F 12 － － ＋ 無 回答なし 無

50 2006/04/01 31 F 16 － － ＋ ヒツジ精肉 半生 無

51 2006/04/04 30 F 14 － － ＋ ブタ精肉、不明レバー 十分加熱 無

52 2006/04/12 38 M 45 ＋ ＋ ＋ ブタレバー、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉 十分加熱 無

53 2006/04/18 21 M 26 － － ＋
ウシ精肉、ウシホルモン
ウシ精肉、ウシホルモン

半生
十分加熱

無

54 2006/04/22 28 M 14 ＋ ＋ ＋ 回答なし 無

55 2006/04/26 46 M 19 － － ＋ ブタレバー 半生 無

56 2006/05/18 62 M 27 － － ＋ ヒツジレバー 十分加熱 無

57 2006/07/07 17 M 33 － － ＋ 回答なし 無

58 2006/07/11 34 F 10 － － ＋ 回答なし 無

59 2006/07/12 21 F 27 － － ＋ 回答なし 無

60 2006/07/22 49 M 46 ＋ － ＋ ウシ精肉、ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー 十分加熱 無

受血者情報
HEV
RNA

問診
該当
※１

喫食歴調査 遡及対象
供給製剤

年齢 性別
ALT

(IU/L)
HEV抗体

No. 採血日
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IgM IgG 肉の種類 食べ方

61 2006/08/01 62 M 18 － － ＋ ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉 十分加熱 無

62 2006/09/06 44 F 14 － － ＋ 喫食歴なし 無

63 2006/09/29 68 M 15 － － ＋ ブタ精肉、ヒツジ精肉 十分加熱 無

64 2006/10/21 29 M 22 － － ＋ 不明 無

65 2006/11/19 48 M 58 － － ＋ ウシ精肉、ブタ精肉 十分加熱 無

66 2006/11/23 54 M 18 － － ＋ 回答なし 無

67 2006/12/01 43 M 55 － ＋ ＋ ブタ精肉 十分加熱 無

68 2006/12/04 60 M 46 ＋ ＋ ＋ ウシ精肉 十分加熱 無

69 2006/12/04 47 M 40 ＋ ＋ ＋ ウシ精肉、ウシホルモン 十分加熱 無

70 2007/03/01 33 M 41 － － ＋ ウシレバー 生 無

71 2007/03/15 42 M 32 － ＋ ＋ ブタレバー、ブタホルモン 半生 無

72 2007/03/27 55 M 30 － － ＋ 不明レバー 十分加熱 無

73 2007/04/07 22 F 9 － － ＋
ユッケ
ウシホルモン、ヒツジホルモン

生
十分加熱

無

74 2007/05/16 47 F 15 － － ＋ ヒツジ精肉、ブタホルモン 十分加熱 無

75 2007/05/18 40 F 27 ＋ ＋ ＋ ブタ生ハム（自家製） 半生 無

76 2007/05/30 33 M 26 － ＋ ＋ ヒツジ精肉、ブタホルモン 十分加熱 無

77 2007/06/22 38 M 20 － － ＋ ウシ精肉、ヒツジ精肉 十分加熱 無

78 2007/06/25 45 M 37 ＋ ＋ ＋
ブタ精肉
ヒツジ精肉

十分加熱
半生

無

79 2007/06/27 37 M 18 － － ＋ ブタ精肉 十分加熱 無

80 2007/07/24 57 M 24 － － ＋ 喫食歴なし 無

81 2007/07/29 37 M 48 － － ＋
不明レバー、ブタホルモン
不明レバー、ブタホルモン

十分加熱
半生

無

82 2007/07/31 48 M 30 － － ＋ ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー 十分加熱 無

83 2007/08/01 48 M 33 － － ＋
ブタ精肉
ウシ精肉、ヒツジ精肉

十分加熱
半生

無

84 2007/08/04 53 M 28 － － ＋
ヒツジ精肉
ヒツジ精肉

十分加熱
半生

無

85 2007/08/26 50 M 60 － － ＋
ヒツジ精肉
ウシ精肉

十分加熱
生

無

86 2007/09/05 41 M 29 － － ＋ 喫食歴なし 無

87 2007/09/18 41 M 23 － － ＋ ウシ精肉、ブタ精肉、ウシホルモン、ブタホルモン 半生 無

88 2007/09/21 57 M 19 － － ＋ ブタホルモン 十分加熱 無

遡及対象
供給製剤

受血者情報No. 採血日 年齢 性別
ALT

(IU/L)
HEV抗体 HEV

RNA

問診
該当
※１

喫食歴調査

※１：問診喫食歴調査内容
　　　05年  1月1日～05年10月31日：「過去３ヶ月以内にブタ、シカ、イノシシあるいは動物種不明の生肉、生レバーの喫食歴」
　　　05年11月1日～06年03月31日 ：「過去３ヶ月以内に生肉（半生も含む）、レバー、ホルモン（動物種、焼き方を問わず）の喫食歴」、なお本調査は06年03月31日をもって終了48
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